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［注］
①『文義時代J、1925年10月、 102頁
② 「ダガパジジンギヂ物語」、 f高橋新吉全集J4巻所収、青土社、 1982年、 59頁
③Radovan Vu比oviと，Moderniromani dvadesetog veka, Istocno Sarajevo, 2005, p.115. 
④『高橋新吉全集J2巻、青土社、 1982年、 14頁
①『高橋新吉全集J2巻、 31頁
⑥横光利一、「純粋小説論」、 『愛の挨拶、馬車、純粋小説論J所収、講談社、 1993年、 269-270頁
⑦高橋英夫、向上、解説、 286頁
③Rastko Petrovic, ,,Pustinjak i medenica“， u: Izbor, I, Matica Srpska i Srpska knjiZena zadruga, 1958, 
p20ら231.訳は山崎。以下同じ。
⑨向上、 p205.
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＠『高橋新吉全集J1巻、青土社、 1982年、 93頁
＠『高橋新吉全集j 1巻、 77頁
＠『高橋新吉全集j4巻、 58頁
Rr高橋新吉全集.I4巻、 115頁
⑫千葉宣一、『現代文学の比較文学的研究j、八木書店、 1978年、 150-162頁
＠『文墓時代』、1925年新年号、 25頁
＊討議要旨
青田寿美氏は、小説 『ダダ』を書きあげてからダダイズムと決別したというのは、新吉があらゆる実
験的試みをし尽くした結果として考えていいのか、と質問し、発表者は、新吉は東洋と西洋の間で引
き裂かれている自己を発見し、ダダというのは仏教の亜流にすぎないと自覚したために離れていった、
と回答した。
アニタ・カンナ氏は、ダダイストである新吉が仏教に接近していった背景には何があるのか、と訊
ね、発表者は、ヨーロッパのアヴァンギヤルドは反伝統という観点から東洋志向が強くなるが、新吉
の場合はダダを反合理主義と捉えて仏教の禅問答へと近づいた。元来ダダの中には仏教エレメントが
あり、新吉はその影響をまともに受けた、と答えた。
佐山美佳氏は、新吉が「第四人称」というタームを用いるようになったのはいつごろからで、どのよ
うな思想的背景から発想されたものなのか、と訊ね、発表者は、管見ではこの小説 『ダダjのなかの文
章に用いられたのが最初である。「四」という数字から四次元などとの関連が想像できるが、今後さら
に考察を深めてゆきたい、と答えた。
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